
『 環 境 方 針 』 

 

住友商事グループは、グローバル企業として、環境問題が地球的規模の広がりを持つとともに、次世代

にも及ぶ長期的な問題であることを認識し、健全な事業活動を通じて、社会・経済の発展と地球環境と

の共生を目指す「持続可能な発展」の実現に向け努力する。住友商事グループは、このような環境に関

する基本理念に従い、商取引、開発及び事業投資等において以下の方針に基づき環境マネジメントを実

現する。 

 

Ⅰ．基本理念 

住友商事グループは、グローバル企業として、環境問題が地球的規模の広がりを持つともに、 

次世代以降にも及ぶ長期的な問題であることを認識し、健全な事業活動を通じて、社会･経済 

の発展と地球環境との調和を目指す「持続可能な発展」の実現に向け努力する。 

 

Ⅱ．基本方針 

住友商事グループは、国内外におけるさまざまな事業活動を行うにあたり、以下の方針に従い、 

グループ会社が協力して、この環境の基本理念の実現に努める。 

 

１．環境に対する基本姿勢  

 良き企業市民として、当社の行動指針に沿い、地球環境の保全に十分配慮する。 

２．環境関連法規の遵守 

  国内外の環境関連法規を遵守する。またグループ各社は同意した協定等を遵守する。 

   ３．自然環境への配慮 

     自然生態系等の環境保全ならびに生物多様性の維持・保全に十分配慮する。 

   ４．資源・エネルギーの有効活用 

資源・エネルギーの有限性を認識し、その有効利用に努める。 

   ５．循環型社会構築への寄与 

     廃棄物の発生抑制・再利用・リサイクルに取り組み、循環型社会の構築に向け努力する。 

   ６．環境保全型事業の推進 

     総合力を生かし、環境保全型事業を推進し、社会の環境負荷の低減に貢献する。 

   ７．環境管理の確立 

     環境マネジメントシステムを活用して、環境目的・目標を設定、定期的な見直しを行い、 

 その継続的改善を図りつつ、環境汚染の予防に努める。 

   ８．環境方針の周知と開示 

この環境方針は、住友商事グループで働くすべての人に周知するとともに広く開示する。 
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